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新型コロナウイルスワクチン接種対策
４億1,740万円追加補正

令和２年度一般会計補正予算（第12号）
　新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業　 6,433万円
令和３年度一般会計補正予算（第１号）
　新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業　 1億 766万円
　新型コロナウイルスワクチン接種対策事業　 2億4,540万円

新型コロナウイルス感染症に関する情報
詳しくは市広報誌、市ホームページをご覧ください。

◎�個別接種は、「接種できる医療機関一覧」の医療機関
に、直接、お問い合わせください。
◎�集団接種は、LINEやWEBで予約。または、市コー
ルセンターでの電話予約です。

　接種には、予約が必要です。

【郵送されるもの】
◎接種券
◎予診票
◎予診票記入例
◎新型コロナワクチン予防接種についての説明書
◎案内文書
◎接種できる医療機関一覧

　「接種できる医療機関一覧」に掲載されている医療機
関、または、集団接種会場で接種できます。

ワクチン接種についてのお問い合わせ先

接種の予約

新型コロナワクチン接種券を郵送

接種会場

案内発送とワクチン接種スケジュール

４月27日から接種はじまる
　80歳以上(昭和17年４月１日以前生まれ)の方へ接種券が発送され、一部医療機関で４月27日から接種
がはじまります。下記のスケジュール等は４月16日時点のもので、ワクチンの供給状況により、変更に
なることもあります。詳細が分かり次第、市広報誌・市ホームページ・市公式LINE等でお知らせします。

◎富谷市新型コロナワクチンコールセンター　電話：0570-08-1038（平日９時～17時）
◎宮城県「新型コロナウイルス感染症受診・相談センター」　電話：022-398-9211（24時間対応）
　　※聴覚や言語に障害がある方用の問い合わせ先　FAX：022-200-2965（24時間対応）
　　　メール：sodan-corona@medi-staffsup.com（８時30分～17時15分）
◎厚生労働省「厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター」
　　　0120-761770（９時～21時、土日祝日も対応）

  

 ４月 ６月～９月 ５月

黒川地域の医療従事者 
  

高齢者 

昭和32年４月１日以前に生まれた方 

  

上記以外の方 
基礎疾患のある方を優先  

 

 

４月中旬から接種開始４月中旬から接種開始 

４月12日から発送（80歳以上の方から段階的に）４月12日から発送（80歳以上の方から段階的に） 

４月27日から接種開始（80歳以上の方から段階的に）４月27日から接種開始（80歳以上の方から段階的に） 

６月中旬から発送予定 
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新型コロナウイルス関連
富谷市独自支援対策（第８弾）

総額２億9,734万円
令和３年度一般会計補正予算（第１号）（関連記事 P.15）

主な支援対策事業

商品券
金 3,000円

　全ての市民に、一人あたり3,000円分の地域振興商品
券を交付します。
【交付時期】６月以降予定

　令和３年１月から６月までのうち、ひと月の売上高が昨年または一昨年の同月と比較して、20％以上減少し
ている事業者を支援します。
【支援額】20万円
【申請受付時期】５～６月予定

　飲食店等支援のため、テイクアウト等に対応した店舗で利用できる1,000円分のクーポン券を、市内全戸に配
布します。
【配布時期】検討中

　市内の病院・診療所・薬局・訪問看護ステーションの全61施設に従事する職員に、市の特産品等を贈呈します。
【送付時期】５～６月予定

　ひとり親世帯への経済的支援に、上記の地域振興商品券に加え、１世帯あたり5,000円分の地域振興商品券を
交付します。
【交付時期】６月以降予定

○地域振興商品券交付事業（全市民対象）
１億7,613万円

○事業継続支援事業　� 8,000万円

○テイクアウト等利用促進事業　� 1,100万円

○市内医療機関等従事者感謝・応援事業　� 555万円

○ひとり親世帯地域振興商品券交付事業　� 189万円
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令和３年度～５年度の介護保険料
これまでと変わらず基準月額5,750円
介護保険条例の一部を改正する条例（関連記事 P.12）

令和３年度から５年度までの介護保険料について
　介護保険料は、介護保険法で３年ごとの見直しが定められている介護保険事業計画により、新たな計画期間中
の介護サービス等の必要量および負担していただく第１号被保険者の人数を推計し算出しています。

富谷市の総人口・被保険者数・認定者の推移、推計（毎年９月末時点）　�（単位：人）
平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

総人口 52,559 52,537 52,483 52,987 53,491 53,994
１号被保険者数 10,210 10,594 10,988 11,295 11,602 11,909
高齢化率（％） 19.5 20.2 21.0 21.3 21.7 22.1

認定者数 1,417 1,476 1,503 1,548 1,588 1,638
出現率（％） 13.4 13.5 13.2 13.3 13.3 13.4

※出現率は１号被保険者の出現割合《（認定者－２号認定者）÷１号被保険者数》

年間介護給付費の推移、推計　� （単位：千円）

平成30年度
実績値

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

令和３年度
計画値

令和４年度
計画値

令和５年度
計画値

居宅 884,263 925,504 951,213 1,035,695 1,111,354 1,187,529
地域密着 373,244 356,838 371,554 378,168 394,808 412,904
施設 733,924 812,588 864,836 924,237 973,591 1,022,479
その他 270,739 298,924 310,000 304,081 301,549 306,545
小計
（Ａ） 2,262,170 2,393,854 2,497,603 2,642,181 2,781,302 2,929,457

地域支援
事業費等
（Ｂ）

120,911 132,719 147,589 172,941 174,893 177,130

合　計
（Ａ＋Ｂ）

2,383,081 2,526,573 2,645,192 2,815,122 2,956,195 3,106,587
前年比
（％） 106.1 104.7 106.5 105.1 105.1

今までの保険料の推移
第１期（Ｈ12～14） 第２期（Ｈ15～17） 第３期（Ｈ18～20） 第４期（Ｈ21～23）

富谷市 2,226円 3,275円 4,096円 4,298円
宮城県（平均） 2,697円 3,007円 3,648円 3,999円

第５期（Ｈ24～26） 第６期（Ｈ27～29） 第７期（Ｈ30～R2） 第８期（Ｒ３～５）
富谷市 4,826円 5,590円 5,750円 5,750円
宮城県（平均） 4,896円 5,451円 5,799円 5,939円
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　市民の思いや活動を活かしながら、よりよいまちづくりを進めていこうという機運や取組がこれまでにも増し
て高まってきています。
　ガイドラインをもとに、世代や立場を超えた多様な人々がつながり、みんなの知恵と力を活かし、「住みたく
なる」、そして「住み続けたくなる」まちづくりを進めていきます。

わくわく　つながる
わたしたちのまちづくり

富谷市協働のまちづくり推進審議会からの答申

きっか
け

土台づ
くり①

土台づ
くり②

一歩ふ
みだす

進化と
発展

―�富谷の協働ガイドライン�―

ガイドライン策定目的

協働とは

まちづくりに関わる市
民や団体、企業、市な
どが、よりよいまちに
したいという思いを一
つにし、共に力を合わ
せ、まちづくりに取り
組むための考え方や方
向性を示すために、ガ
イドラインを策定しま
した。

◦�まち・地域をよくするために
何かやってみたいという気持
ちを大切にする
◦��広報、ホームページ、SNSな
どで情報収集してみる
◦��わからないことや困ったこと
があれば市役所等に相談して
みる

まち・地域をよくする
ために誰かと協力して
取り組みたいことがある

お互いを知る
・つながる

共感する
・目的を共有する

一緒に
やってみる！

 振り返る
・新たな気持ちが
生まれる

◦��身近な場所で気軽に対話し、
課題や気づきを共有する
◦��それぞれの中で芽生えたもの
を伝え、語り合い、互いの想
いを言葉にする
◦��共感を通して信頼関係を築く

◦��志を同じくする仲間と一緒に
活動してみる
◦��活動できる時間はひとそれぞ
れ、無理しないで気軽に参加
できる雰囲気を大切にする
◦��お互いを認め合って、互いに
サポートし合う

◦��活動の成果を話し合い、今後
の活動に生かす
◦��他の団体や活動などの良い点
を取り入れる
◦��自分たちの活動を市や市民へ
広く発信する
◦��課題が共通している他の主体
とも連携してみる

◦��地域に関心を持ち、地域の活
動に積極的に参加する
◦��お互いを知り、つながる場に
参加してみる
◦��必要な情報を収集・発信する

市民、公益的な活動を
行う団体や公益法人、
事業者、市など、異な
る性格を持つ組織・集
団が、同じ目的のため
に役割を分担し、お互
いを尊重しながら、同
じ目線に立って、連
携・協力しあうことで
す。

この循環はや
がて地域の文
化、雰囲気、
財産になって
いく

協働による活動の進め方

ポイント

ポイント
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令和３年度当初予算
　
令
和
３
年
度
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
18
日
か
ら
３
月
11
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。
開
会
初
日
の
市
長
施
政
方
針
に
お
い
て
、
新
年
度
の
市
政
運
営
の
方
針
と
各

種
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
は
じ
め
各
種
会
計
予
算
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
整
備
に
係
る
専
決
処
分
の
承
認
、
令
和
２
年
度
各
種
会
計
補
正
予
算
、
富
谷
市
介

護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
や
、
富
谷
市
債
権
管
理
条
例
の
制
定
、
副
市
長
の
選
任
同
意
な
ど

を
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
13
人
の
議
員
が
市
政
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
、
活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

ゼロカーボンシティ推進事業
（サイエンス教育と環境啓発事業）
　　　…………………………672万円
　従前の「再生可能エネルギー推進事業」を改め、ゼ
ロカーボンシティの実現に向けた事業の一環として、
燃料電池（ＦＣ）バスの運行実証、プラチナ社会を目
指したサイエンス教育と環境啓発事業を開催します。

《市町村振興総合補助金を活用》

側溝整備事業
　　　………………… 1億9,000万円
　快適で安全な道路交通を確保するため、太子堂・富
ケ丘・鷹乃杜・とちの木の４地区および市道太子堂線
の道路排水施設等を改修します。

《公共施設等適正管理推進事業債を活用》

認定こども園設置事業（仮称）明石台幼稚園整備事業
補助金 �………………………………… 2億6,828万円
　東向陽台幼稚園の民営化により新たに開園する認定こども園の設置につい
て、整備費用の一部を補助するもの。

《保育所等整備交付金、認定こども園整備交付金を活用》

新規

拡充 拡充

東向陽台中学校

東向陽台
公民館

新設される
こども園
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● ● ● その他主なつかいみち ● ● ●

○��東京オリンピック・パラリンピック　
開催記念事業� 1,000万円

○��消防団員設置・運営事業　�1,933万円

○��子ども医療費助成事業� 2億5,000万円

○��障がい者自立支援給付事業
4億6,927万円

○��街道まつり運営事業　� 1,073万円

○��住民検診事業� 1億7,590万円

○��一般廃棄物収集運搬処理事業
2億6,698万円

○��黒川地域行政事務組合（消防）　　　　
負担金事務� 6億4,766万円

教育支援センター運営事業（子どもの
心のケアハウス） �…………1,996万円
　従来の「みやぎ子どもの心のケアハウス運営支援事
業」を拡充し、児童生徒の実情に応じた「心サポート
機能」、「学びサポート機能」、「適応サポート機能」等
の充実を図り、学校復帰や社会的自立を目指します。
　併せて、総合的な教育相談の窓口としての機能も構
築していきます。
《 みやぎ子どもの心のケアハウス運営支援事業補助金

を活用》

学校給食センター運営・維持管理事業
　　　………………… 5億5,176万円
　小学校９校（利府支援学校富谷校を含む）、中学校
５校に学校給食を供給するため、学校給食センターを
運営・維持管理します。
　なお、調理業務等は、民間委託で行います。

富谷宿観光交流ステーション運営事業
「とみやど」 ………………2,461万円
　宿場町の面影が残る『しんまち地区』において、本
市の偉人　内ケ崎作三郎氏の生誕の地である内ケ崎醤
油店跡地を活用し、同氏の功績を広く市内外に、そし
て後世に伝える記念館を整備するとともに、歴史的な
資源や背景を活かした観光交流の拠点、富谷市まちづ
くり産業交流プラザと連携した起業・創業の実践・
チャレンジの拠点として運営します。

《地方創生推進交付金を活用》

特殊詐欺防止機能付き電話購入補助金
　　　………………………… 50万円
　70歳以上の方を対象に、特殊詐欺対策電話装置等
の購入費用の一部を補助します。

消費者庁イラスト集より

拡充

新規

新規
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予 算 解 説
　令和３年度の一般会計予算は、前年度比５億9,300万円増（4.3％増）の144億800万円です。２年連続で
過去最大の予算規模となっています。
　新規事業として、認定こども園設置事業（仮称）明石台幼稚園整備事業補助金、（仮称）やすらぎパーク
とみや整備事業、富谷宿観光交流ステーション運営事業、大和町との共催によるマラソン大会開催事業など
に取り組みます。
　拡充する主な事業は、側溝整備事業、高齢者・障がい者交通対策事業、生活困窮者自立支援促進事業、移
住支援事業、病児・病後児保育室運営事業、教育支援センター運営事業（子どもの心のケアハウス）、街道
まつり運営事業、ゼロカーボンシティ推進事業（サイエンス教育と環境啓発事業）、特産品定着推進事業な
どです。

一般会計

保育の受け皿拡充に
新たに認定 こども園設置へ 144億800万円

一般会計

前年度比 4.3％増

分担金および負担金、財産収入、
寄付金、繰越金

国や銀行から借りるお金

市民税、固定資産税、
軽自動車税など

全国どこでも一定
の行政サービスが
受けられるよう、
国から配分される
お金

地方消費税などで、
国から一定の基準で
譲与されるお金

給食費、雑入など

基金からの
繰り入れ

国や県が使いみち
を決めて交付され
るお金

歳入
144億
800万円

市　税
57億7,655万円
（40.1%）

繰入金
3億3,391万円（2.3%）

国・県支出金
35億4,756万円
（24.6%）

地方交付税
14億円
（9.7%）

市債（借金） 12億4,980万円（8.7%）

譲与税・交付金
13億1,286万円（9.1%）

諸収入 4億5,018万円（3.1%）

使用料・手数料 1億599万円（0.7%）
その他 2億3,115万円（1.6%）

自主財源
48%

依存財源
52%
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下水道　
事業会計

収益的
収支　

収入　� 11億3,573万円
支出　� 10億6,268万円

資本的
収支　

収入　� 3億7,712万円
支出　� 5億4,007万円

水道　　
事業会計

収益的
収支　

収入　� 11億5,166万円
支出　� 10億6,121万円

資本的
収支　

収入　� 0万円
支出　� 5億7,082万円

令和３年度　各種会計予算概要
一般会計 144億0,800万円

市営墓地特別会計 4,420万円

国民健康保険特別会計 39億4,260万円

介護保険特別会計 29億0,767万円

後期高齢者医療特別会計 3億9,652万円

一般会計

保育の受け皿拡充に
新たに認定 こども園設置へ令和３

年度

予算可決

児童、高齢者、障がい者、
医療などの福祉全般の経費

小中学校・幼稚園の管理、生涯学習
やスポーツ事業などの経費

防犯、交通安全、
市民バスの運行
などの経費

道路の管理や
改良、市営住
宅、公園管理
などの経費

予防接種、検診、
ごみ処理などの
経費

富谷消防署、消防団
などの経費

市が借りたお金やその利子を
返還するための経費

労働費、災害復旧費などの経費

農林振興および有害鳥獣
等駆除などの経費

歳出
144億
800万円総務費

17億6,052万円
（12.2%）

その他
7,612万円（0.5%）

商工費 1億9,029万円（1.3%）

議会費 1億7,954万円（1.2%）

農林水産業費 1億1,622万円（0.8%）

教育費
22億6,518万円
（15.7%）

土木費
11億131万円
　　　（7.6%）

衛生費
12億9,346万円
（9.0%）

民生費
62億3,376万円
（43.3%）

公債費 4億9,392万円（3.4%）

消防費
6億9,768万円
（4.8%）
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令和３年度 一般会計
予算審査における主な質疑

地
域
お
こ
し協

力
隊
員

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
採
用
後
の
研
修
は
。

　
　
新
年
度
は
３
人
増
員
で

６
人
で
す
。
移
住
支
援
制
度

の
一
つ
で
す
の
で
、
そ
の
後

も
で
き
る
限
り
富
谷
市
に

残
っ
て
、
起
業
や
定
住
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
的
で

す
。
期
間
中
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
や
定
住
に
向
け
て
の
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
殊
詐
欺
防
止
電
話

　
　
特
殊
詐
欺
防
止
機
能
付

電
話
購
入
補
助
金
の
詳
細
は
。

　
　
固
定
電
話
器
で
録
音
機

能
を
有
し
、
登
録
外
電
話
番

号
か
ら
か
か
っ
て
き
た
と
き

に
「
こ
の
電
話
は
詐
欺
防
止

の
た
め
録
音
し
て
い
ま
す
」

な
ど
の
音
声
が
流
れ
る
特
殊

な
電
話
器
を
購
入
し
た
と
き

に
、
１
件
５
０
０
０
円
を
上

限
と
し
て
補
助
を
し
ま
す
。

問答問答

都
市
交
通
シ
ス
テ
ム

　
　
官
民
連
携
に
よ
る
新
た

な
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム
整
備

手
法
検
討
調
査
業
務
の
目
的

は
。

　
　
令
和
元
年
度
に
作
成
し

た
富
谷
市
都
市
・
地
域
総
合

交
通
戦
略
の
長
期
施
策
と
し

て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
泉
中
央
駅
か
ら
明
石
台
ま

で
の
地
下
鉄
整
備
に
つ
い
て
、

官
民
連
携
に
よ
る
整
備
手
法

と
し
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
の
整

備
手
法
を
検
討
す
る
も
の
で
、

民
間
の
資
金
や
経
営
、
技
術

問答

能
力
を
活
用
し
た
整
備
の
可

能
性
に
つ
い
て
調
査
を
行
う

予
定
で
す
。

　
　
そ
れ
は
泉
中
央
か
ら
明

石
台
ま
で
で
す
か
。
大
清
水

辺
り
ま
で
行
く
の
で
す
か
。

　
　
ま
ず
は
整
備
が
優
先
さ

れ
る
泉
中
央
駅
か
ら
明
石
台

ま
で
の
区
間
を
想
定
し
て
い

ま
す
。
泉
中
央
駅
か
ら
明
石

台
ま
で
の
地
下
鉄
整
備
を
実

現
化
す
る
た
め
の
調
査
で
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ

問答問

Ｏ
団
体
で
の
情
報
交
換
の
場

が
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
が
。

　
　
新
年
度
の
市
民
協
働
セ

ミ
ナ
ー
は
１
回
の
予
定
で
す

が
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
検
討
を
し
ま
す
。

　
　
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
へ
の
取
り
組
み
は
。

　
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

重
要
性
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
審
議
会
で
諮
り
、
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

松
森
共
同
処
理
施
設

　
　

共
同
処
理
施
設
建
設

（
事
務
委
託
）
の
増
額
の
要

因
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
起
債
の
償

還
分
と
新
年
度
は
松
森
工
場

で
可
燃
ご
み
の
蒸
気
タ
ー
ビ

ン
発
電
機
を
更
新
し
ま
す
の

で
、
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
も
増
額
し
て
い
く

の
で
す
か
。

　
　
毎
年
い
ろ
い
ろ
な
修
繕

工
事
等
が
入
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
新
年
度
か
ら
、
松
森

工
場
の
基
幹
改
修
工
事
、
延

命
化
工
事
が
始
ま
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
に
伴
う
増
額
も
出

て
く
る
予
定
で
す
。

答問答問答問答

総
務・財
政

教
育・福
祉

児
童
虐
待
防
止

　
　
家
庭
児
童
相
談
員
が
１

人
増
員
さ
れ
た
理
由
は
。

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
絡

み
合
う
相
談
が
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
応
す

る
た
め
、
相
談
員
を
増
や
し

ま
し
た
。

　
　
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
の
設
置
を
急
ぐ
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後

の
見
通
し
と
「
と
み
こ
こ
」

と
の
連
携
は
。

　
　
令
和
４
年
度
中
の
開
設

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。「
と
み
こ
こ
」
等
と

の
効
果
的
な
仕
組
み
を
構
築

す
る
よ
う
進
め
ま
す
。

不
妊
・
不
育
症
治
療

　
　
特
定
不
妊
治
療
事
業
の

拡
充
の
検
討
は
。

　
　
国
で
保
険
適
用
に
向
け

て
、
所
得
制
度
の
撤
廃
や
助

成
の
回
数
等
の
見
直
し
が
さ

れ
ま
し
た
。
県
等
と
連
携
を

問答問答問答

　▲ 地域おこし協力隊
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と
り
な
が
ら
、
申
請
が
増
え

た
と
き
は
増
額
補
正
を
し
ま

す
。

　
　
不
育
症
へ
の
支
援
は
大

事
で
す
。
予
算
化
が
必
要
で

は
。

　
　
今
後
、
検
討
し
ま
す
。

待
機
児
童

　
　
東
向
陽
台
幼
稚
園
が
閉

園
と
な
り
、
こ
ど
も
園
開
始

が
１
年
後
と
な
り
ま
す
が
、

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
取
り
組
み

へ
の
影
響
は
。

　
　
令
和
４
年
度
の
入
所
調

問答問答

整
を
完
了
し
ま
し
た
が
、
現

時
点
で
は
待
機
児
童
を
ゼ
ロ

に
で
き
る
見
込
み
で
す
。

学
校
給
食

　
　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理

器
具
の
破
損
に
よ
り
給
食
が

提
供
で
き
な
い
事
例
が
発
生

し
ま
し
た
。
今
後
の
対
策
は
。

　
　
現
在
、
関
係
者
で
定
期

的
に
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、

再
発
防
止
に
向
け
て
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
見
直
し
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

問答

国
際
交
流

　
　
あ
け
の
平
小
学
校
で
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
国
際
交
流

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
の

展
開
は
。

　
　
大
変
有
意
義
な
事
業
で

し
た
。
新
年
度
は
、
小
学
校

８
校
と
中
学
校
１
校
で
実
施

す
る
予
定
で
す
。

産
業・建
設

側
溝
整
備

　
　
富
ケ
丘
・
鷹
乃
杜
・
太

子
堂
・
と
ち
の
木
の
予
算
が

大
幅
に
増
額
と
な
っ
た
理
由

は
。

　
　
新
た
に
公
共
施
設
等
適

正
管
理
推
進
事
業
債
（
公
適

債
）
を
活
用
し
た
た
め
で
す
。

　
　
公
適
債
は
い
つ
ま
で
あ

る
制
度
で
す
か
。

　
　
令
和
３
年
度
ま
で
で
す
。

　
　
住
民
要
望
の
強
い
事
業

で
あ
り
、
大
幅
増
額
は
理
解

し
ま
す
が
、
財
政
を
圧
迫
す

問答問答問答問

に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
継

続
的
な
協
議
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

企
業
誘
致

　
　
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

実
施
状
況
は
。

　
　
２
０
７
社
に
対
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
実
施
し
、
59
社
か

ら
回
答
を
得
ま
し
た
。
企
業

立
地
に
お
い
て
、
最
も
関
心

が
高
い
事
項
は
「
価
格
」
と

い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
　
新
し
い
生
活
様
式
を
踏

ま
え
た
誘
致
活
動
は
ど
の
よ

問答問

う
に
実
施
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
Ｔ
Ｏ
М
Ｉ
＋
に
シ
ェ
ア

オ
フ
ィ
ス
な
ど
を
作
り
、
テ

レ
ワ
ー
ク
に
も
対
応
す
る
整

備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

起
業
支
援

　
　
富
谷
塾
や
Ｔ
Ｏ
М
Ｉ
＋

の
運
営
を
も
っ
と
外
部
へ
ア

ピ
ー
ル
す
べ
き
で
は
。

　
　

来
月
オ
ー
プ
ン
す
る

「
と
み
や
ど
」
と
の
連
携
も

含
め
、
積
極
的
に
外
部
へ
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

答問答

る
の
で
は
。

　
　
新
年
度
は
ま
ず
こ
の
制

度
を
使
っ
て
取
り
組
む
と
い

う
市
の
考
え
で
す
。
一
度
大

き
な
額
を
借
金
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
何
年
間
と
い

う
長
い
ス
パ
ン
で
償
還
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

産
業
振
興

　
　

富
谷
宿
観
光
交
流
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
「
と
み
や
ど
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
集
客

を
図
る
た
め
、「
る
る
ぶ
」

や
「
じ
ゃ
ら
ん
」
等
の
旅
行

雑
誌
に
掲
載
す
る
こ
と
は
。

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア

へ
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
団
体
客
が
大
型
バ
ス
で

来
た
場
合
の
駐
車
場
は
。

　
　
団
体
客
用
と
し
て
は
、

し
ん
ま
ち
公
園
駐
車
場
等
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
し
ん
ま
ち
通
り
に
大
型

バ
ス
を
通
す
こ
と
に
な
り
ま

す
か
。

　
　
狭
い
通
り
で
す
の
で
、

進
入
道
路
は
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
し
ん
ま
ち
通
り
の
電
柱

移
設
も
検
討
し
て
は
。

　
　
し
ん
ま
ち
一
帯
の
景
観

答問答問答問答問答

11 とみや議会だより 第19号
2021年（令和３年）５月１日

定

例

会

一
般
質
問

委
員
会
活
動

予

算



特
別
会
計

企

公

業

営

会
計

　
　
国
保
加
入
世
帯
数
と
被

保
険
者
数
は
。

　
　
令
和
２
年
12
月
末
時
点

で
５
０
２
６
世
帯
、
８
２
０

２
人
で
す
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

が
保
険
証
と
し
て
使
え
る
シ

ス
テ
ム
の
詳
細
は
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
取
得
し
た
だ
け
で
は
保
険

証
と
し
て
は
使
え
ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得

後
、
ご
自
身
で
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
で
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
に
接
続
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
を
紐

づ
け
す
る
こ
と
で
、
医
療
機

関
に
お
い
て
保
険
証
と
し
て

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　
被
保
険
者
へ
の
周
知
は
。

　
　
新
し
く
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
取
得
す
る
際
に
、

そ
の
場
で
職
員
が
説
明
し
ま

す
。
す
で
に
交
付
さ
れ
て
い

る
方
に
は
、
保
険
証
更
新
時

に
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
案
内

し
て
い
ま
す
。
各
医
療
機
関

に
お
い
て
も
、
支
援
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
周

知
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
　
将
来
の
保
険
料
率
の
県

内
統
一
化
は
。

　
　
統
一
化
に
つ
い
て
は
、

県
・
各
市
町
村
と
も
情
報
を

共
有
し
て
い
ま
す
。

　
　
現
在
、
本
市
の
保
険
料

率
は
非
常
に
低
く
抑
え
て
い

ま
す
が
、
統
一
化
に
よ
っ
て

上
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。

　
　
統
一
化
と
な
れ
ば
、
本

市
の
今
の
水
準
よ
り
税
率
は

高
く
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

税
率
の
激
変
に
よ
る
税
負
担

を
緩
和
す
る
た
め
に
、
財
政

調
整
基
金
を
活
用
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
統
一
化
と
な
る
場
合
、

財
政
調
整
基
金
の
取
扱
い
は
。

　
　
県
や
各
市
町
村
と
、
こ

れ
か
ら
の
議
論
に
な
り
ま
す
。

問答問答問答

問答問答問答

　
　
介
護
保
険
料
月
額
の
変

更
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、

今
後
も
高
齢
化
率
は
上
が
る

と
思
い
ま
す
。
対
策
は
。

　
　
認
定
者
数
の
削
減
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
介

護
予
防
に
力
を
入
れ
、
出
現

率
を
抑
え
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。

　
　
介
護
認
定
ま
で
に
要
す

る
期
間
は
。

　
　
申
請
か
ら
介
護
認
定
ま

で
１
カ
月
以
内
で
す
。

　
　
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
の
経

費
増
加
の
理
由
は
。

　
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
筋
ト

レ
型
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
大
き
く
変
わ
ら
な

い
も
の
の
、
筋
ト
レ
型
サ
ー

ビ
ス
が
増
加
し
た
た
め
で
す
。

問答問答

問答

　
　
こ
れ
ま
で
２
年
間
に
わ

た
り
給
水
量
が
減
少
傾
向
で

し
た
が
、
新
年
度
は
な
ぜ
増

加
な
の
で
す
か
。

　
　
今
ま
で
の
減
少
は
、
事

業
者
が
井
戸
水
に
変
更
し
た

た
め
で
す
。
今
後
の
増
加
は
、

明
石
台
の
開
発
に
よ
る
人
口

増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　
特
別
修
繕
引
当
金
繰
入

額
を
約
６
３
０
０
万
円
計
上

し
て
い
ま
す
。
時
期
、
内
容

は
。

　
　
富
谷
第
二
配
水
池
を
令

和
４
年
、
館
山
配
水
池
を
令

和
10
年
、
富
谷
配
水
池
を
令

和
13
年
に
そ
れ
ぞ
れ
改
修
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
水
道
管
布
設
替
工
事
２

億
１
０
０
０
万
円
の
内
容
は
。

　
　
富
ケ
丘
、
鷹
乃
杜
、
太

子
堂
地
区
の
配
水
管
の
更
新

工
事
と
、
鉛
管
の
交
換
工
事

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
鉛
管
の
布
設
替
え
が
始

ま
り
ま
す
が
、
長
期
計
画
は
。

　
　
配
水
管
の
更
新
工
事
と

し
て
、
富
ケ
丘
、
鷹
乃
杜
が

約
12
年
で
、
太
子
堂
地
区
は

７
年
の
計
画
で
す
。

問答問答

問答問答

国民健康保険特別会計

介護保険
特別会計

水道事業
（公営企業会計）
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国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

討論

討論

一
　
般
　
会
　
計

討論

　
年
々
改
善
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
病

院
窓
口
の
一
部
負
担
を
な
く

す
こ
と
、
障
が
い
者
用
グ

　
国
保
加
入
者
の
所
得
が
２

０
０
万
円
以
下
の
割
合
は
約

80
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
富
谷
市
の
国
保
加
入
者
の

令
和
２
年
度
の
１
世
帯
の
平

　
今
回
第
８
期
介
護
保
険
事

業
計
画
で
は
、
基
金
か
ら
の

一
部
繰
り
入
れ
に
よ
り
、
保

険
料
基
礎
額
の
月
額
は
据
え

置
か
れ
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
補
正
と
３
年

度
予
算
の
連
携
で
、
早
期
の

事
業
着
工
に
よ
り
市
民
へ
の

利
便
性
と
利
益
に
繋
が
り
ま

す
。
ま
た
、
特
定
財
源
確
保

　
国
民
健
康
保
険
は
、
市
民

の
生
命
と
健
康
を
支
え
る
重

要
な
社
会
保
障
制
度
で
す
。

　
本
市
は
特
定
健
康
診
査
等

実
施
計
画
な
ど
に
基
づ
き
、

　
令
和
３
年
度
か
ら
開
始
と

な
る
「
富
谷
市
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
・
第
８
期
介
護
保

険
事
業
計
画
」
で
は
、
高
齢

化
に
伴
い
増
加
す
る
介
護

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
、
奨

学
金
の
時
代
に
合
わ
せ
た
救

済
策
、「
と
み
ぱ
す
」
の
利

便
性
向
上
な
ど
取
り
組
む
べ

き
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
給
食
の
供
給

停
止
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

取
り
上
げ
、
危
惧
し
て
い
ま

し
た
。
効
率
化
よ
り
も
、
安

全
第
一
に
、
そ
し
て
愛
の
あ

る
給
食
の
提
供
が
重
要
で
す
。

業
務
委
託
の
反
省
点
と
し
て

し
っ
か
り
と
検
討
し
、
二
度

と
起
き
な
い
た
め
の
方
策
を

求
め
ま
す
。

均
所
得
は
、
約
１
４
６
万
円

で
す
。

　
国
保
の
子
ど
も
の
均
等
割

保
険
税
の
軽
減
が
２
０
２
２

年
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
富
谷
市
と
し
て

も
実
施
す
る
よ
う
強
く
求
め

て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
す
で

に
軽
減
を
実
施
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
、
富
谷
市
と
し

て
も
予
算
に
盛
り
込
む
べ
き

で
す
。

　
加
入
者
の
立
場
に
立
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
形
の
軽
減
が
必

要
と
考
え
、
反
対
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
介
護
保
険
料
の

所
得
段
階
の
見
直
し
は
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　
今
後
施
設
の
増
設
も
必
要

で
す
。

　
介
護
現
場
で
働
く
人
の
確

保
が
今
後
の
介
護
を
支
え
る

礎
に
な
る
は
ず
で
す
。

　
介
護
を
受
け
る
人
に
も
、

介
護
す
る
人
に
も
優
し
い
支

援
が
重
要
と
考
え
反
対
し
ま

す
。

に
よ
り
、
国
土
強
靭
化
枠
の

補
助
金
等
で
側
溝
整
備
事
業

の
拡
充
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
で
病
児
・
病

後
児
保
育
の
市
内
４
か
所
整

備
し
、
条
件
緩
和
で
拡
充
。

障
が
い
者
に
寄
り
添
っ
た
タ

ク
シ
ー
利
用
の
交
付
や
70
歳

以
上
の
特
殊
詐
欺
対
策
電
話

装
置
購
入
の
一
部
補
助
。
さ

ら
に
、
教
育
環
境
の
柔
軟
な

支
援
な
ど
、
誰
ひ
と
り
取
り

残
さ
な
い
市
民
目
線
と
福
祉

向
上
へ
の
予
算
に
な
る
と
捉

え
賛
成
し
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
・
各
種
が
ん

検
診
等
、
市
民
の
健
康
保
持
、

疾
病
予
防
の
推
進
と
健
康
づ

く
り
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
令
和
３
年
度
国
民

健
康
保
険
は
、
加
入
者
の
減

少
に
伴
い
税
収
入
も
減
少
を

見
込
み
、
１
億
８
７
０
０
万

円
を
財
政
調
整
基
金
か
ら
繰

入
れ
る
厳
し
い
財
政
状
況
で

す
が
保
険
税
率
は
据
え
置
い

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
財
政
基
盤
の
安
定

と
市
民
の
健
康
保
持
・
増
進

が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
賛
成
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供

す
る
た
め
の
体
制
整
備
の
充

実
に
加
え
、
要
介
護
状
態
に

な
る
こ
と
を
防
ぎ
、
介
護
が

必
要
に
な
っ
て
も
悪
化
し
な

い
よ
う
介
護
予
防
事
業
の
充

実
を
図
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
計
画
の
理
念
で
あ
る
「
高

齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
自
分
ら
し
く
生
涯

を
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
適
正
に
運
営
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
賛
成

し
ま
す
。

所得に見合う
細分化した保険料に

子育て世代へ
さらなる負担軽減を

まだ課題があります

反対

反対

反対

渡邊　清美 議員

渡邊　清美 議員

藤原　　峻 議員

介護予防事業の
さまざまな施策に期待

市民の健康に
安定した寄与を期待

環境整備と
福祉向上へ期待

賛成

賛成

賛成

畑山　和晴 議員

村上　　治 議員

浅野　直子 議員
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○��市道改良および市道等修繕事業
3億3,250万円

○��町内会館整備事業　� 3,741万円

副市長に　　　　　　　 さん
全員賛成で選任に同意

　
本
年
３
年
末
、
西
村
一
慶

副
市
長
退
任
に
伴
い
、
若
生

市
長
か
ら
、
稲
村
伸
さ
ん
を

４
月
１
日
付
で
副
市
長
に
選

任
す
る
人
事
案
件
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

　
投
票
の
結
果
、
議
員
全
員

賛
成
で
選
任
に
同
意
し
ま
し

た
。

　
稲
村
副
市
長
は
、
昭
和
63

年
に
宮
城
県
に
入
庁
し
、
人

事
委
員
会
事
務
局
総
務
課
長
、

環
境
生
活
部
参
事
兼
環
境
政

策
課
長
等
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。

　
西
村
副
市
長
は
、
３
月
31

日
付
け
で
副
市
長
を
退
任
さ

れ
、
宮
城
県
に
復
帰
さ
れ
ま

し
た
。

　
西
村
さ
ん
は
、
平
成
31
年

４
月
１
日
に
副
市
長
に
就
任

し
、
２
年
間
に
わ
た
り
、
富

谷
市
の
発
展
の
た
め
に
ご
尽

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

稲 村　 伸
い な 　 む ら  　 　 　 し ん

　
　
病
児
・
病
後
児
保
育
室

運
営
事
業
拡
充
の
内
容
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
は
、
０
歳
か

ら
小
学
２
年
生
ま
で
対
象
で

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
６

年
生
ま
で
に
拡
大
し
ま
す
。

新
た
に
、
市
内
こ
ど
も
園
３

園
の
専
用
保
育
室
に
看
護
師

を
配
置
し
ま
す
。

　
　
市
道
穀
田
三
ノ
関
線
の

開
通
時
期
は
。

　
　
事
業
費
ベ
ー
ス
の
試
算

で
令
和
５
年
度
と
な
り
ま
す
。

　
　
当
初
の
計
画
よ
り
遅
れ

た
要
因
は
。

　
　
国
の
方
針
で
、
交
付
金

の
基
準
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
　
宮
沢
根
白
石
線
舗
装
修

繕
工
事
の
箇
所
、
延
長
距
離

は
。

　
　
明
石
台
一
丁
目
地
区
か

ら
イ
オ
ン
大
沢
前
ま
で
の
区

間
、
約
２
㎞
の
計
画
で
す
。

　
　
私
債
権
管
理
対
応
シ
ス

テ
ム
改
修
を
す
る
こ
と
で
得

ら
れ
る
効
果
は
。

　
　
各
所
管
課
で
取
り
扱
っ

問答問答問答問答問答

て
い
た
も
の
を
、
一
元
管
理

し
ま
す
。
業
務
の
効
率
化
を

図
る
と
と
も
に
、
公
債
権
と

連
動
し
な
が
ら
市
民
の
負
担

の
公
平
性
を
担
保
し
ま
す
。

　
　
宮
城
大
学
と
共
同
で
開

催
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
ス
ク
ー

ル
で
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
復

刻
さ
れ
る
、
内
ケ
崎
作
三
郎

氏
の
著
書
「
人
生
学
」
の
製

作
部
数
、
配
布
方
法
は
。

　
　
２
０
０
０
冊
予
定
で
す
。

ス
ク
ー
ル
受
講
者
へ
の
販
売
、

公
民
館
や
公
共
施
設
へ
の
配

布
を
考
え
て
お
り
、
一
般
の

方
も
希
望
が
あ
れ
ば
販
売
し

ま
す
。

　
　
コ
ロ
ナ
経
済
対
策
の
減

額
が
大
き
い
で
す
が
、
見
込

み
と
の
差
へ
の
考
え
方
、
課

題
は
。

　
　
ス
ピ
ー
ド
感
を
重
視
し
、

不
足
が
生
じ
な
い
よ
う
予
算

編
成
し
た
た
め
で
す
。
今
回

の
経
験
を
勘
案
し
な
が
ら
、

次
の
対
策
に
生
か
し
ま
す
。

　
　
図
書
館
整
備
事
業
に
係

問答問答問

る
複
合
施
設
整
備
基
本
方
針

策
定
お
よ
び
民
間
活
力
導
入

可
能
性
検
討
業
務
の
契
約
期

間
延
長
と
は
。

　
　
複
合
化
に
す
る
こ
と
に

よ
る
課
題
、
財
政
負
担
、
整

備
手
法
、
交
通
問
題
等
、
限

ら
れ
た
予
算
で
効
果
的
に
整

備
す
る
か
と
い
う
検
討
に
期

答

間
を
要
し
、
３
か
月
程
度
延

長
す
る
も
の
で
す
。

　
　
開
館
の
時
期
に
影
響
し

ま
す
か
。

　
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
併
せ

て
検
討
し
て
い
ま
す
。
直
営

と
民
間
手
法
に
な
っ
た
場
合

で
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

問答

● ● ● 主なつかいみち ● ● ●

○��新型コロナウイルスワクチン接種体
制確保事業　� 6,433万円

○��市内公共施設維持修繕事業
1億 250万円

令
和
２
年
度

会

一

計
補
正
予
算

般

西
村
一
慶
副
市
長
が

退
任
さ
れ
ま
し
た

14とみや議会だより 第19号
2021年（令和３年）５月１日

定

例

会

一
般
質
問

委
員
会
活
動

予

算



○��新型コロナウイルスワクチン接種費
3億5,306万円

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

集
団
接
種
の
準
備
訓
練
を
行

う
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
市
民
は
入
れ
ず
に
職
員

で
会
場
設
営
し
、
医
師
の
立

会
い
の
も
と
、
ど
の
よ
う
な

流
れ
を
作
る
の
か
内
容
を
つ

め
て
い
ま
す
。

　
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は

４
月
12
日
以
降
に
接
種
可
能

と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
予
定

通
り
で
す
か
。

　
　
３
月
10
日
に
、
本
市
へ

の
ワ
ク
チ
ン
の
初
入
荷
は
４

月
19
日
の
週
と
県
か
ら
通
知

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

そ
れ
以
降
の
実
施
を
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
接
種
券
の
発
送
時
に
同

封
さ
れ
る
の
は
、
ク
ー
ポ
ン

券
、
予
診
票
と
ワ
ク
チ
ン
の

説
明
書
の
３
点
で
す
か
。

　
　
そ
の
３
点
は
同
封
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　
ひ
と
り
親
世
帯
地
域
振

興
商
品
券
交
付
事
業
で
、
現

金
で
は
な
く
商
品
券
に
し
た

問答問答問答問

理
由
は
。

　
　
給
付
金
支
給
も
検
討
し

ま
し
た
が
、
ひ
と
り
親
家
庭

だ
け
で
は
な
く
、
市
の
事
業

者
の
応
援
な
ど
、
相
乗
効
果

も
意
図
し
て
、
今
回
は
商
品

券
に
し
ま
し
た
。

　
　
市
内
医
療
機
関
等
従
事

者
感
謝
・
応
援
事
業
は
、
富

谷
市
以
外
に
居
住
し
市
内
の

診
療
所
等
に
勤
務
す
る
方
も

対
象
に
な
り
ま
す
か
。

　
　
市
内
の
診
療
所
等
61
施

設
に
勤
務
し
て
い
る
市
内
・

市
外
の
方
が
対
象
で
す
。

　
　
昨
年
、
第
１
便
、
第
２

便
と
ふ
る
さ
と
便
の
事
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
第
２
便
は
、

第
１
便
に
申
し
込
ま
れ
た
方

は
再
度
申
し
込
ま
な
く
て
も

発
送
し
ま
し
た
。
新
事
業
は

ど
う
な
り
ま
す
か
。

　
　
今
回
は
、
新
た
に
申
請

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
関
す
る
委
託
費
の
う

ち
、
予
診
票
回
収
業
務
に
つ

答問答問答問

い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
各
医
療
機
関
、
集
団
接

種
会
場
で
予
診
票
の
情
報
を

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
読
み
取
る
作

業
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
作
業

が
、
各
医
療
機
関
等
で
で
き

な
い
場
合
、
本
市
で
読
み
取

り
作
業
を
代
行
す
る
た
め
、

予
診
票
を
回
収
す
る
業
務
を

答

委
託
す
る
も
の
で
す
。

　
　
デ
ー
タ
の
回
収
・
集
計

は
、
な
ぜ
必
要
で
す
か
。

　
　
予
診
票
の
デ
ー
タ
を
取

り
込
み
、
例
え
ば
市
町
村
間

で
転
入
転
出
が
あ
っ
た
場
合

の
情
報
管
理
な
ど
に
活
用
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問答

　
富
谷
市
の
債
権
管
理
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
、
債

権
管
理
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

　
　
取
り
扱
い
部
署
と
人
員

お
よ
び
債
権
の
内
容
は
。

　
　
今
回
、
新
た
に
収
納
対

策
室
を
設
置
し
、
一
元
管
理

を
し
ま
す
。

　
人
員
体
制
は
、
現
行
の
徴

収
担
当
７
人
を
さ
ら
に
増
員

問答

の
予
定
で
す
。
債
権
は
７
債

権
を
予
定
し
て
お
り
、
主
な

も
の
と
し
て
、
援
護
資
金
、

奨
学
金
、
上
下
水
道
使
用
料
、

市
営
住
宅
等
で
す
。

　
　
台
帳
の
整
備
と
債
権
の

放
棄
が
明
文
化
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
内
容
は
。

　
　
台
帳
管
理
は
名
称
、
債

権
者
の
氏
名
・
住
所
、
債
権

の
金
額
、
発
生
原
因
等
、
管

理
に
関
す
る
事
項
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
　
債
権
放
棄
後
に
議
会
へ

報
告
す
る
と
あ
り
ま
す
が
、

内
容
は
。

　
　
債
権
の
種
類
、
債
権
額
、

件
数
、
債
権
を
放
棄
し
た
理

由
、
ま
た
放
棄
す
る
時
期
等

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
議
会
で
認
定
を
求
め
ま

す
か
。

　
　
議
会
へ
の
報
告
事
項
と

し
て
認
定
を
求
め
ま
す
。
内

容
は
徴
収
に
関
わ
る
履
歴
、

交
渉
状
況
等
が
可
能
な
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
内
容
は
個
人
情
報
そ
の

も
の
で
あ
り
、
先
に
、
監
査

委
員
に
報
告
し
意
見
書
に
盛

り
込
ん
で
は
。

　
　
今
後
の
運
用
の
中
で
検

討
し
ま
す
。

問答問答問答問答

● ● ● 主なつかいみち ● ● ●

○��新型コロナウイルス感染症対策（第
８弾）独自支援策等
� 2億9,734万円

○��市税等クレジットカード収納対応構
築業務　� 725万円

令
和
３
年
度

会

一

計
補
正
予
算

般

市の債権一元管理で
業務の効率化を図る

富谷市債権管理条例の制定について
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第１回定例会（２/18〜３/11）　議案採決結果一覧

議　　　　　案
賛　
成

反　
対
議決結果

菊
池　
美
穂

佐
藤　
浩
崇

村
上　
　
治

塩
田　
智
明

渡
邊　
清
美

藤
原　
　
峻

金
子　
　
透

青
柳　
信
義

浅
野　
武
志

若
生　
英
俊

長
谷
川
る
美

髙
橋　
正
俊

菅
原　
福
治

出
川　
博
一

浅
野　
直
子

安
住　
稔
幸

畑
山　
和
晴

渡
邊　
俊
一

提
案
者

第

１

回

定

例

会

富谷市債権管理条例の制定について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ －

市

長

提

案

富谷宿観光交流ステーション条例の一部改正に
ついて 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ －

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正に
ついて 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ －

富谷市介護保険条例の一部改正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ －
富谷市道路の構造の技術的基準等を定める条例
の一部改正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ －

富谷市公営住宅条例の一部改正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ －
富谷市奨学金貸付条例の一部改正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和２年度富谷市一般会計補正予算（第13号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和２年度富谷市国民健康保険特別会計補正予
算（第４号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和２年度富谷市介護保険特別会計補正予算
（第５号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和２年度富谷市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第３号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和２年度富谷市下水道事業会計補正予算（第
３号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和２年度富谷市水道事業会計補正予算（第４号） 17 0 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和３年度富谷市一般会計予算 15 2 原案可決 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和３年度富谷市市営墓地特別会計予算 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和３年度富谷市国民健康保険特別会計予算 15 2 原案可決 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和３年度富谷市介護保険特別会計予算 15 2 原案可決 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和３年度富谷市後期高齢者医療特別会計予算 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和３年度富谷市下水道事業会計予算 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和３年度富谷市水道事業会計予算 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
富谷市介護保険条例の一部改正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
富谷市指定地域密着型サービスの事業の人員、
設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
改正について

17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

富谷市指定地域密着型介護予防サービスの事業
の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介
護予防サービスに係る介護予防のための効果的
な支援の方法に関する基準を定める条例の一部
改正について

17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

富谷市指定介護予防支援等の事業の人員及び運
営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関する基準等を定
める条例の一部改正について

17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

富谷市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運
営に関する基準を定める条例の一部改正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

富谷市国民健康保険条例の一部改正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
和解及び損害賠償額の決定について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
和解及び損害賠償額の決定について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
和解及び損害賠償額の決定について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和３年度富谷市一般会計補正予算（第１号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和３年度富谷市水道事業会計補正予算（第１号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
副市長の選任につき同意を求めることについて 17 0 原案同意 － － － － － － － － － － － － － － － － － －
令和２年度富谷市一般会計補正予算（第14号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
専決処分の承認を求めることについて（令和２
年度富谷市一般会計補正予算（第12号）） 17 0 原案承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

日本政府に核兵器禁止条約への参加を求める意
見書提出に関する請願書 6 11 不採択 × × × × ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × × × －

○賛成　　×反対　
※議長（渡邊俊一）は採決に加わりません。
※「副市長の選任につき同意を求めることについて」は、無記名投票のため各議員の賛否は明示しません。
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市政を
問う

このページでは議員が提出した一般
質問通告書のとおり掲載しており、
次ページ以降の見出しと異なる場合
があります。

塩田 智明 議員

村上　治 議員

若生 英俊 議員

浅野 直子 議員

渡邊 清美 議員

藤原　峻 議員

安住 稔幸 議員

佐藤 浩崇 議員

菅原 福治 議員

菊池 美穂 議員

長谷川 る美 議員

青柳 信義 議員

出川 博一 議員18P

21P

21P

22P

22P

23P

23P

24P

18P

19P

19P

20P

20P

◦新型コロナワクチン接種の取り
組みを問う

◦空き家対策の進捗について問う

◦富谷市総合計画・後期基本計画
（案）、第２次富谷市地方創生総
合戦略（案）、第２次富谷市人口
ビジョン（案）について
◦コロナ禍における「ひとり親世
帯」及び「とみやど出店事業者」
の支援策について

◦令和３年度予算施政方針について
◦震災から10年　今後に向けた
対策は

◦新型コロナウイルスワクチン接
種を問う
◦介護保険事業計画第８期の課題
を問う

◦市内道路の安全確保の推進状況は
◦2021年度のコロナに関する独
自支援策を問う

◦自転車安全利用条例の施行につ
いて
◦市民への情報発信について
◦ユネスコスクールにおける国内
外の学校との交流について

◦ＳＤＧｓの更なる推進について

◦新型コロナウイルスワクチン接
種の準備に万全を
◦総合計画後期計画、地方創生戦
略、ＳＤＧｓの一体的取り組み
反映と市民周知について

◦少子高齢化社会への課題（デジ
タル化推進、人口減少対策基金、
不妊治療支援）を問う

◦市道の側溝整備・舗装修繕の加
速と除融雪について

◦新型コロナウイルス感染拡大に
おける、高齢者の認知症、フレ
イル化予防について

◦コロナウイルス禍の新年度予算は
◦第２次行政改革　職員の意識は

　第１回定例会では13人の議員が質問に立ちまし
た。各議員が行った一般質問の概要を18ページか
ら24ページまで発言順に掲載しています。
　一般質問の模様はインターネット録画配信でご覧
になれます。
　なお、一般質問についての詳細は議員にお尋ねく
ださい。

一般質問
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答 問
し
っ
か
り
と
準
備
を
進
め
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
問
う

答 問
速
や
か
に
接
種
で
き
る
体
制
の
整
備
を

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
万
全
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か

ら
日
常
を
取
り
戻
す
た
め
、

最
も
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
で
す
。

　
市
民
の
関
心
も
高
く
、
安

全
で
円
滑
な
接
種
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
万
全

な
接
種
体
制
の
構
築
と
、
安

心
し
て
接
種
で
き
る
よ
う
、

丁
寧
で
分
か
り
や
す
い
説
明

と
情
報
の
公
表
が
大
切
で
す
。

加
え
て
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給

見
通
し
を
考
え
る
と
、
一
滴

も
無
駄
に
し
な
い
工
夫
が
必

要
で
す
。

　

市
は
「
ワ
ク
チ
ン
接
種

チ
ー
ム
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
一
刻
も
早
く
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が

行
政
と
政
治
の
責
任
で
す
。

　
　
市
長
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
進
め
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
。

　
　
若
干
の
副
反
応
は
あ
り

ま
す
が
、
接
種
の
方
が
有
効

的
と
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
接
種
券
の
配
布
に
つ
い

て
、
問
い
ま
す
。

　
　
３
月
下
旬
に
、
直
接
個

人
宛
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

具
体
的
に
は
別
途
示
し
ま
す
。

　
　
医
師
会
と
接
種
方
法
等

の
調
整
は
進
ん
で
い
ま
す
か
。

問答問答問

　
　
ワ
ク
チ
ン
供
給
の
見
通

し
は
。

　
　
２
月
24
日
付
、
厚
生
労

働
省
通
知
で
は
、
４
月
５
日

の
週
か
ら
３
回
に
分
け
て
１

万
７
２
５
人
の
２
回
接
種
分

の
ワ
ク
チ
ン
が
宮
城
県
に
出

荷
さ
れ
る
予
定
で
、
県
内
市

町
村
へ
の
配
布
に
つ
い
て
は
、

県
が
決
定
し
ま
す
。

　
　
接
種
券
配
布
の
予
定
時

期
と
予
約
方
法
は
。

　
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
へ

の
接
種
券
の
発
送
は
、
３
月

下
旬
の
予
定
で
す
。
集
団
接

種
の
予
約
は
、
市
の
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
へ
の
電
話
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

の
予
約
と
し
、
個
別
接
種
は

直
接
医
療
機
関
へ
電
話
等
で

の
予
約
と
す
る
予
定
で
す
。

　
　
ど
こ
で
接
種
で
き
ま
す

か
。

　
　
集
団
接
種
の
会
場
は
、

成
田
公
民
館
と
富
谷
中
央
公

民
館
で
調
整
中
で
す
。
個
別

問答問答問答

　
　
黒
川
管
内
の
４
市
町
村

で
連
携
し
、
医
療
機
関
の
接

種
を
中
心
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
自
宅
療
養
や
施
設
で
の

接
種
者
に
巡
回
チ
ー
ム
を
。

　
　
か
か
り
つ
け
医
等
、
接

種
の
方
向
性
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
副
反
応
等
の
情
報
提
供
、

ど
の
よ
う
に
進
め
ま
す
か
。

答問答問

接
種
は
、
市
内
の
13
医
療
機

関
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
　
集
団
接
種
日
の
市
バ
ス

の
増
便
な
ど
が
必
要
で
は
。

　
　
公
共
交
通
や
現
行
の
市

バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
利

用
し
て
貰
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
接
種
後
の
状
態
観
察
や

異
常
を
感
じ
た
時
の
対
応
は
。

　
　
接
種
会
場
で
15
分
か
ら

30
分
の
待
機
を
お
願
い
し
、

看
護
師
が
状
態
観
察
を
行
い

ま
す
。
集
団
接
種
日
に
は
、

緊
急
受
入
れ
先
の
黒
川
病
院

お
よ
び
富
谷
消
防
署
と
連
携

し
、
万
全
の
受
入
れ
体
制
を

整
備
す
る
予
定
で
す
。

問答問答

　
　
市
民
が
接
種
す
る
際
に

関
心
の
あ
る
情
報
を
、
し
っ

か
り
と
提
供
し
ま
す
。

　
　
接
種
手
続
き
等
に
関
す

る
相
談
対
応
は
。

　
　
庁
舎
内
に
、
職
員
３
人

体
制
で
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
す
。

答問答

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
心
が
高
ま

る
中
、
総
合
後
期
計
画
等
に

ど
の
よ
う
に
一
体
的
に
取
組

む
の
か
問
い
ま
す
。

　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
取
組
み
の
、

こ
れ
ま
で
と
、
今
後
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
は
低
炭
素
社

会
、
地
域
防
災
力
等
の
取
組

み
で
、
今
後
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
や
国
土
強
靭
化
等

の
取
組
み
で
す
。

問答

　
　
小
・
中
学
校
で
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
取
組
み
は
。

　
　
社
会
の
担
い
手
と
な
る

資
質
や
能
力
の
育
成
で
す
。

　
　
現
在
の
授
業
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
目
標
に
向
け
た
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

教
育
を
目
指
し
、
夢
と
希
望

に
繋
が
る
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
育
成
を
進
め
ま
す
。

問答問答

答 問
全
て
の
施
策
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
結
び
つ
く

総
合
計
画
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
一
体
取
組
み
に 菅原　福治�議員

塩田　智明�議員
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答 問
早
期
導
入
に
向
け
検
討
し
ま
す

不
妊
治
療
に
よ
る
休
暇
制
度
を
問
う

答 問
財
政
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
進
め
ま
す

側
溝
整
備
・
舗
装
修
繕
加
速
と
除
融
雪

　
コ
ロ
ナ
禍
よ
り
不
穏
な
情

勢
が
続
く
今
日
、
今
後
も
い

つ
ど
ん
な
災
害
や
緊
急
事
態

に
見
舞
わ
れ
る
か
分
か
ら
な

い
中
、
必
ず
訪
れ
る
少
子
高

齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
（
税

収
、
労
働
力
減
）
に
よ
り
、

社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
負

担
と
受
益
の
バ
ラ
ン
ス
が
破

綻
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
刻
一
刻
と
迫
る
、
高
齢

者
と
現
役
世
代
の
人
口
が
１

対
１
に
近
づ
く
「
肩
車
社

会
」
へ
立
ち
向
か
う
た
め
、

諸
課
題
の
対
策
強
化
を
問
い

ま
す
。

　
令
和
３
年
度
側
溝
整
備
事

業
が
、
富
ケ
丘
北
部
南
部
そ

れ
ぞ
れ
５
０
０
０
万
円
、
鷹

乃
杜
５
０
０
０
万
円
、
と
ち

の
木
８
０
０
万
円
で
、
大
幅

な
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
令
和
３
年
度
側
溝
整
備

事
業
に
、
公
共
施
設
等
適
正

管
理
推
進
事
業
債
を
充
て
る

こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
。

　
　
平
成
29
年
度
か
ら
地
方

財
政
措
置
と
し
て
、
起
債
額

の
元
利
償
還
金
の
30
％
が
交

付
税
措
置
と
な
っ
た
た
め
、

適
用
条
件
と
な
る
個
別
施
設

計
画
書
を
、
令
和
元
年
度
ま

問答

　
　
長
寿
社
会
福
祉
基
金
を

人
口
減
少
対
策
基
金
へ
と
改

め
、
少
子
化
や
人
口
減
少
に

対
応
す
る
、
結
婚
・
出
産
支

援
、
就
労
移
住
支
援
、
Ｉ
Ｕ

Ｊ
タ
ー
ン
支
援
な
ど
を
組
み

込
み
、
使
途
に
幅
を
持
た
せ

る
考
え
は
。

　
　
平
成
３
年
に
発
出
さ
れ

た
国
か
ら
の
通
知
を
基
に
実

施
し
て
お
り
、
幅
を
持
た
せ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
現

時
点
で
人
口
減
少
対
策
基
金

を
設
置
す
る
状
況
に
は
な
い

と
考
え
ま
す
が
、
状
況
に
応

じ
て
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
増
大
す
る
介
護
分
野
等

の
業
務
に
人
的
資
源
を
充
て

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
、

「
行
政
デ
ジ
タ
ル
化
」
推
進

の
た
め
、
規
制
の
リ
デ
ザ
イ

ン
、
窓
口
レ
ス
、
書
面
・
押

印
等
に
関
す
る
制
度
・
慣
行

の
見
直
し
、
窓
口
予
約
の
導

入
を
検
討
し
て
は
。

問答問

で
に
策
定
し
、
今
年
度
か
ら

活
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

　
　
そ
の
事
業
債
の
期
間
は
、

２
０
１
７
年
度
か
ら
２
０
２

１
年
度
で
す
が
、
当
初
か
ら

活
用
す
る
検
討
は
。

　
　
舗
装
修
繕
事
業
の
計
画

書
が
先
に
完
成
し
活
用
し
た

後
、
側
溝
整
備
事
業
の
計
画

書
策
定
が
完
了
し
た
た
め
、

令
和
２
年
度
か
ら
の
活
用
と

な
り
ま
し
た
。

　
　
側
溝
整
備
と
道
路
の
舗

装
修
繕
の
加
速
に
つ
い
て
の

見
解
は
。

　
　
全
体
の
財
政
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
小
型
除
雪
機
の
出
動
基

準
を
見
直
す
考
え
は
。

　
　
児
童
の
通
学
路
は
確
保

さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
現
在

の
基
準
で
実
施
し
ま
す
。

　
　
小
型
除
雪
機
の
購
入
の

補
助
に
つ
い
て
の
検
討
は
。

問答問答問答問

　
　
各
種
手
続
に
要
す
る
押

印
の
廃
止
と
併
せ
、
窓
口
で

の
対
面
機
会
の
抑
制
を
図
れ

る
よ
う
、
鋭
意
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
予
約
制
や
申
請

等
に
係
る
書
面
の
見
直
し
は
、

よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
、
調
査
研
究
し
ま
す
。

　
　

ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス

（
さ
ま
ざ
ま
な
申
請
や
届
出

を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
行
う
こ

と
が
で
き
る
も
の
）
の
整
備

を
急
ぐ
べ
き
で
は
。

　
　
現
在
取
り
ま
と
め
を
し

て
お
り
、
準
備
が
整
い
次
第
、

順
次
導
入
し
ま
す
。

　
　
不
妊
治
療
を
目
的
と
す

る
市
職
員
の
休
暇
制
度
を
新

設
す
る
考
え
は
。

　
　
治
療
と
仕
事
を
両
立
で

き
る
職
場
環
境
と
な
る
よ
う
、

早
期
導
入
に
向
け
て
前
向
き

に
検
討
し
ま
す
。

答問答問答

　
　
現
状
で
は
、
市
民
か
ら

の
声
も
な
い
た
め
、
必
要
性

は
低
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
除
融
雪
の
路
線
を
見
直

す
箇
所
は
あ
り
ま
し
た
か
。

　
　
市
民
の
声
な
ど
を
受
け
、

年
度
途
中
か
ら
見
直
し
を
実

施
し
た
箇
所
は
あ
り
ま
し
た
。

　
　
融
雪
箱
の
利
用
方
法
の

周
知
に
つ
い
て
は
。

　
　
令
和
３
年
度
か
ら
、
箱

に
シ
ー
ル
で
表
示
し
ま
す
。

　
　
市
内
47
か
所
に
設
置
さ

れ
て
い
る
融
雪
箱
は
、
使
用

頻
度
を
把
握
し
た
上
で
適
切

な
箱
の
配
置
が
必
要
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
は
。

　
　
今
年
度
、
要
望
に
よ
り

新
し
く
箱
を
設
置
し
た
箇
所

も
あ
り
、
今
後
も
状
況
に
応

じ
て
必
要
な
箇
所
に
配
置
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答問答問答問答

長谷川る美�議員

菊池　美穂 議員
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
状
況
が
続
く
中
、
感

染
リ
ス
ク
が
高
い
と
言
わ
れ

て
い
る
高
齢
者
は
外
出
自
粛
、

各
種
行
事
、
交
流
の
場
、
会

合
の
中
止
な
ど
、
窮
屈
な
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
健
康

増
進
や
社
会
参
加
の
活
動
が

で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
要
因
が
重
な
る
中

で
、
高
齢
者
の
心
と
体
の
健

康
や
介
護
予
防
へ
の
対
応
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
三
密
を
回

避
す
る
中
で
、
新
し
い
生
活

様
式
を
踏
ま
え
、
認
知
症
、

運
動
不
足
、
フ
レ
イ
ル
化
の

　
第
１
次
行
政
改
革
は
、
全

体
的
に
は
、
市
民
の
協
力
を

得
な
が
ら
大
き
な
成
果
を
上

げ
、
称
賛
で
き
る
も
の
と
私

は
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
ま
で
の
３
年
間
、

事
務
事
業
の
見
直
し
や
歳
入

確
保
策
に
取
り
組
み
、
そ
の

結
果
と
し
て
、
財
政
調
整
基

金
（
貯
金
）
は
増
加
し
、
地

方
債
（
借
金
）
を
減
少
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
保
険
料
の
仮
徴
収
額
決

定
通
知
書
の
廃
止
に
よ
る
経

費
削
減
額
と
事
務
上
の
時
間

の
節
減
は
。

問

予
防
へ
の
提
案
も
必
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
ま

す
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
高

齢
者
交
流
の
活
動
状
況
は
。

　
　
ゆ
と
り
す
と
ク
ラ
ブ
・

サ
ロ
ン
事
業
、
虹
い
ろ
会
食

サ
ロ
ン
、
街
か
ど
カ
フ
ェ
な

ど
、
感
染
予
防
対
策
を
徹
底

し
順
次
再
開
し
て
い
ま
す
。

　
　
住
民
か
ら
の
健
康
や
介

護
予
防
な
ど
の
要
望
は
。

　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
高
齢
者
の

運
動
や
集
ま
る
機
会
が
欲
し

い
な
ど
の
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
生
活

長
期
化
に
よ
る
高
齢
者
の
認

知
症
、
運
動
不
足
、
フ
レ
イ

ル
化
の
予
防
は
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
生
活

長
期
化
で
は
高
齢
者
の
活
動

減
少
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
ゆ
と
り
す
と
ク
ラ
ブ
・

サ
ロ
ン
に
お
い
て
は
、
活
動

問答問答問答

　
　
郵
便
料
を
含
め
１
４
０

万
円
ほ
ど
の
削
減
で
あ
り
、

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保

険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
３
つ
併
せ
て
50
時
間

ほ
ど
の
有
効
な
改
善
と
み
て

い
ま
す
。

　
　
保
守
契
約
の
長
期
契
約

が
増
え
て
い
る
理
由
は
。

　
　
行
政
改
革
の
一
環
と
し

て
、
経
費
の
削
減
お
よ
び
事

務
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し

て
保
守
契
約
の
複
数
年
契
約

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
の
具
体
例
と
し
て
、
小
中

学
校
の
保
守
契
約
を
見
直
し

５
年
間
の
総
額
で
約
１
１
０

万
円
の
削
減
を
し
ま
し
た
。

　
　
単
年
度
か
ら
長
期
契
約

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
毎

年
の
５
回
の
契
約
が
１
回
で

済
む
事
に
な
り
大
き
な
効
果

と
思
い
ま
す
。
見
解
は
。

　
　
ご
指
摘
の
と
お
り
で
す
。

　
　
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

導
入
と
Ｆ
Ｆ
式
暖
房
機
併
用

答問答問答問

を
再
開
し
て
い
る
地
域
に
社

会
福
祉
協
議
会
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
と
と
も

に
保
健
師
が
出
向
き
、
フ
レ

イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際

に
受
け
た
相
談
に
対
し
、
筋

ト
レ
型
介
護
予
防
教
室
の
紹

介
や
、
地
区
で
の
介
護
予
防

教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、
柔

軟
な
対
応
に
努
め
ま
し
た
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
高
齢
者
と

地
域
の
連
携
が
薄
れ
て
い
る

中
で
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
か
。

　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
身
近
な
相
談
窓
口
で

対
応
す
る
と
と
も
に
、
民
生

委
員
と
の
連
携
を
は
か
り
、

地
域
の
情
報
を
基
に
支
援
を

要
す
る
方
に
介
入
で
き
る
よ

う
、
地
域
の
方
々
と
、
高
齢

者
が
孤
立
し
な
い
支
え
合
い

の
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

問答

の
理
由
は
。

　
　
冬
期
は
原
則
エ
ア
コ
ン

を
使
用
し
て
暖
房
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
予
想

を
上
回
る
寒
波
と
コ
ロ
ナ
予

防
対
策
の
た
め
の
常
時
換
気

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

暖
房
能
力
が
必
要
と
な
り
、

状
況
に
よ
り
エ
ア
コ
ン
と
Ｆ

Ｆ
式
暖
房
機
を
短
時
間
併
用

し
て
い
ま
す
。

　
　
約
３
２
８
万
円
で
落
札

さ
れ
た
Ｆ
Ｆ
ス
ト
ー
ブ
の
仕

様
書
は
、
10
月
と
３
月
の
保

守
点
検
と
あ
り
ま
す
が
、
必

要
で
す
か
。

　
　
今
後
、
Ｆ
Ｆ
式
暖
房
機

を
使
用
す
る
た
め
に
最
低
限

必
要
な
保
守
の
在
り
方
を
、

業
者
等
に
も
相
談
し
総
合
的

に
検
討
し
ま
す
。

答問答

答 問
孤
立
し
な
い
支
え
合
い
を
推
進
し
ま
す

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
高
齢
者
福
祉
策
は

答 問
業
務
プ
ロ
セ
ス
見
直
し
が
成
果
に
反
映

第
１
次
行
政
改
革
の
取
り
組
み
状
況
は

出川　博一�議員

　▲ 基金残高の推移

青柳　信義�議員
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少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

減
少
、
核
家
族
化
の
進
行
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化

等
に
よ
り
、
全
国
的
に
空
き

家
が
増
加
し
、
管
理
不
全
状

態
と
な
っ
た
空
き
家
が
地
域

の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
、
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
本
市
で
は
、
総
合

的
・
計
画
的
な
空
き
家
対
策

の
推
進
を
目
的
に
、
平
成
31

年
１
月
に
令
和
４
年
ま
で
５

年
間
の
富
谷
市
空
家
等
対
策

計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
そ
の
３
年
目
で
す
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
後
期
基

本
計
画
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く

り
が
始
ま
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

収
束
後
を
視
点
に
入
れ
た
施

策
展
開
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
　

複
合
施
設
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
基
本
方
針
策
定
業
務
は

最
終
段
階
に
入
っ
て
お
り
、

詳
細
は
策
定
工
期
の
３
月
20

日
以
降
に
説
明
し
ま
す
。

　
　
基
本
方
針
の
内
容
は
。

　
　
複
合
化
の
可
能
性
、
企

業
連
携
に
よ
る
相
乗
効
果
、

民
間
活
力
導
入
可
能
性
の
検

証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問答問答

市
の
調
査
で
空
き
家
の
軒
数

は
、
令
和
２
年
12
月
末
現
在

80
軒
で
平
成
30
年
の
約
半
数

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
生
活
環
境
改
善
を

推
進
す
る
た
め
、
現
時
点
で

の
計
画
実
施
の
進
捗
状
況
等

現
状
を
分
析
し
、
適
切
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
　

空
き
家
等
の
発
生
予

防
・
啓
発
の
実
施
状
況
と
今

後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
今
後
も
冊
子
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
啓
発
を
継
続
し

ま
す
。
新
年
度
は
、
市
民
向

け
セ
ミ
ナ
ー
開
催
等
さ
ら
に

充
実
さ
せ
ま
す
。

　
　
空
き
家
等
所
有
者
の
約

６
割
が
市
外
在
住
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
以
外
の
周

知
方
法
は
。
ま
た
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
管

理
協
定
に
基
づ
く
実
績
は
。

　
　
意
向
調
査
を
行
い
、
啓

発
冊
子
や
維
持
管
理
事
業
の

チ
ラ
シ
を
同
封
し
、
周
知
を

問答問答

　
　
市
民
図
書
館
の
開
館
時

期
の
変
更
は
い
つ
で
す
か
。

　
　
時
期
の
変
更
を
含
め
、

今
後
検
討
し
ま
す
。

問答

図
っ
て
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

と
、
協
定
で
３
件
の
利
用
実

績
が
あ
り
ま
す
。

　
　
宅
建
業
協
会
と
の
協
定

に
基
づ
く
空
き
家
の
情
報
提

供
件
数
は
。
ま
た
、
空
き
家

バ
ン
ク
の
検
討
状
況
は
。

　
　
５
件
の
申
込
み
で
、
１

件
が
売
買
成
立
し
ま
し
た
。

空
き
家
バ
ン
ク
は
、
空
き
家

利
活
用
促
進
事
業
が
同
様
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
　
基
本
方
針
の
進
捗
状
況

を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
は
。

　
　
定
期
的
な
情
報
提
供
や

市
民
セ
ミ
ナ
ー
開
催
等
意
識

啓
発
を
図
る
ほ
か
、
デ
ー
タ

の
適
正
管
理
、
事
務
処
理
プ

ロ
セ
ス
の
向
上
を
図
り
、
空

き
家
の
発
生
抑
制
や
利
活
用

の
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

問答問答

　
　
施
設
整
備
の
認
識
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
な

く
進
め
ま
す
。

問答

答 問
今
後
も
空
き
家
対
策
に
取
り
組
み
ま
す

空
き
家
対
策
の
進
捗
を
問
う

答 問
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
な
く
進
め
ま
す

複
合
施
設
整
備
計
画
の
早
期
着
手
を

　
市
内
に
居
住
す
る
ひ
と
り

親
世
帯
、
と
り
わ
け
非
正
規

就
労
の
母
子
世
帯
に
対
す
る

生
活
支
援
は
、
定
住
促
進
の

観
点
か
ら
必
要
で
す
。
ま
た
、

と
み
や
ど
出
店
者
に
は
、
何

ら
か
の
支
援
策
を
講
ず
べ
き

で
す
。

　
　
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
独

自
支
援
策
は
。

　
　
独
自
の
支
援
策
を
検
討

し
、
補
正
予
算
を
追
加
提
案

し
ま
す
。

　
　
と
み
や
ど
各
出
店
者
の

コ
ス
ト
計
算
は
。

　
　
出
店
に
あ
た
り
、
綿
密

な
事
業
計
画
を
作
成
し
て
い

問答問答

る
と
考
え
ま
す
。

　
　
来
場
者
数
は
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
を
考
慮
し
、

年
間
10
万
人
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
出
店
者
へ
の
支
援
策
は
。

　
　
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面

の
伴
走
型
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
　
立
地
・
周
辺
環
境
の
評

価
は
。

　
　
集
客
に
向
け
た
評
価
は

高
い
で
す
。

　
　
と
み
や
ど
の
見
解
は
。

　
　
観
光
交
流
拠
点
と
し
て
、

市
民
、
県
内
外
の
方
か
ら
支

持
さ
れ
る
施
設
に
作
り
上
げ

ま
す
。

問答問答問答問答

答 問
独
自
支
援
策
を
検
討
し
ま
す

ひ
と
り
親
、
と
み
や
ど
出
店
者
支
援
を

村上　　治�議員

　▲ 富谷宿観光交流ステーション「とみやど」

若生　英俊�議員
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全
国
で
激
甚
化
す
る
風
水

害
や
大
規
模
地
震
へ
の
備
え
、

４
月
か
ら
「
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靭
化
の
た
め
の
５
か

年
加
速
化
対
策
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
震
災
か
ら
10
年
。

防
災
意
識
の
啓
発
強
化
等
を

問
い
ま
す
。

　
　
災
害
に
強
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
作
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
が
、
見
解
を
問

い
ま
す
。

　
　
自
助
・
共
助
・
公
助
の

役
割
を
担
っ
て
、
対
応
出
来

る
よ
う
万
全
の
体
制
づ
く
り

に
努
力
し
ま
す
。

問答

　
２
月
よ
り
医
療
従
事
者
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
全
住
民
が
安
全

に
ス
ム
ー
ズ
に
接
種
で
き
る

体
制
が
必
要
で
す
。

　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
計
画

状
況
は
。

　
　
黒
川
医
師
会
と
調
整
し

た
結
果
、
医
療
機
関
で
の
個

別
接
種
を
中
心
に
、
補
完
的

に
集
団
接
種
も
並
行
し
て
実

施
す
る
計
画
で
す
。

　
　
在
宅
介
護
者
で
、
在
宅

で
接
種
を
受
け
る
人
の
、
ワ

ク
チ
ン
の
供
給
方
法
、
管
理

体
制
は
。

問答問

　
　
訪
問
ド
ク
タ
ー
へ
本
市

か
ら
提
供
し
ま
す
。
ワ
ク
チ

ン
の
種
類
ご
と
の
管
理
方
法

に
従
い
手
続
を
取
っ
て
い
き

ま
す
。

　
　
ワ
ク
チ
ン
を
無
駄
に
し

答問

な
い
取
り
組
み
で
、
高
齢
者

施
設
で
の
職
員
の
同
時
接
種

も
考
え
て
は
。

　
　
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
が
十

分
な
体
制
が
で
き
れ
ば
考
え

て
い
き
た
い
で
す
。

答

答 問
万
全
の
体
制
づ
く
り
に
努
力
し
ま
す

震
災
10
年　
災
害
に
強
い
地
域
社
会
へ

答 問
訪
問
ド
ク
タ
ー
に
市
か
ら
提
供
し
ま
す

在
宅
介
護
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
供
給
は

　
延
期
に
な
っ
た
事
業
も
今

年
度
開
始
と
な
り
、
重
要
な

役
割
を
果
た
す
予
算
に
な
る

と
思
い
、
内
容
に
つ
い
て
問

い
ま
す
。

　
　
高
齢
者
・
障
が
い
者
の

交
通
対
策
の
拡
充
内
容
で
、

タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
条
件
緩

和
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
と

み
ぱ
す
と
同
じ
２
万
円
の
対

応
は
出
来
な
い
で
す
か
。

　
　
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た

い
高
齢
者
が
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
承
知
し
て
い
ま
す
。

な
る
べ
く
、
自
分
の
足
で
歩

き
、
介
護
予
防
や
筋
力
低
下

を
予
防
す
る
こ
と
も
目
的
に

あ
り
ま
す
。

　
　
デ
マ
ン
ド
型
交
通
に
つ

い
て
、
時
間
や
予
約
の
見
直

問答問

　
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
て
20
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
４
月
よ
り
介
護
保
険
事

業
計
画
８
期
が
始
ま
り
ま
す
。

　
今
後
、
高
齢
化
と
要
支
援

認
定
者
の
増
加
、
介
護
保
険

料
の
急
激
な
上
昇
も
見
込
ま

れ
ま
す
。

　
　

第
８
期
で
大
き
く
変

わ
っ
た
こ
と
は
。

　
　
介
護
予
防
、
健
康
づ
く

り
施
策
の
充
実
・
推
進
や
認

知
症
施
策
の
推
進
に
力
を
入

れ
、
施
策
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

問答

し
な
ど
必
要
と
思
い
ま
す
が
。

　
　
指
定
乗
降
場
所
や
運
行

時
刻
の
要
望
は
把
握
し
て
い

ま
す
。
利
用
し
や
す
い
地
域

の
足
と
な
る
よ
う
変
更
に
向

け
て
検
討
し
ま
す
。
予
約
の

体
制
に
つ
い
て
も
、「
便
利

に
な
ら
な
い
か
」
と
の
要
望

を
受
け
併
せ
て
検
討
し
ま
す
。

　
　
「
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」

に
移
行
し
ま
す
が
、
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
が
大
事
で

あ
り
、
不
登
校
の
保
護
者
の

連
携
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、

見
解
は
。

　
　
保
護
者
の
連
携
は
、
非

常
に
大
事
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
相
談
や
連
携
等
、

よ
り
充
実
し
た
体
制
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

答問答

　
　
介
護
保
険
料
の
高
騰
が

進
ん
で
い
ま
す
。
国
に
負
担

割
合
の
上
昇
を
求
め
て
は
。

　
　
今
後
も
粘
り
強
く
要
望

を
続
け
ま
す
。

　
　
人
材
確
保
の
た
め
に
も
、

介
護
士
の
登
録
制
度
の
検
討

は
。

　
　
県
単
位
と
い
う
取
り
組

み
に
な
る
と
思
う
の
で
、
会

議
等
で
提
言
し
て
い
き
た
い

で
す
。

問答問答

答 問
細
や
か
な
相
談
対
応
を
実
施
し
ま
す

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
予
算
を
問
う

答 問
県
単
位
の
取
り
組
み
を
提
言
し
た
い

介
護
士
登
録
制
度
の
検
討
す
べ
き
で
は 渡邊　清美�議員

浅野　直子�議員
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答 問
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
で
計
画
し
て
い
ま
す

小
中
学
校
で
の
国
内
外
学
校
と
交
流
は

　
「
緊
急
事
態
宣
言
の
後
に

お
客
が
来
な
く
な
り
、
心
が

折
れ
そ
う
だ
」
と
い
う
悲
痛

な
声
が
多
く
聞
こ
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ひ
と
り
親
世
帯

の
貧
困
が
大
変
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。
命
を
守
る
た
め
の

支
援
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
　
事
業
者
へ
補
助
金
等
の

独
自
支
援
策
の
検
討
は
。

　
　
各
事
業
者
の
収
入
減
少

を
勘
案
し
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

を
行
い
ま
す
。

　
　
困
窮
世
帯
、
困
窮
者
支

援
団
体
へ
の
支
援
策
は
。

問答問

　
多
種
多
様
な
考
え
、
習
慣

の
違
う
人
々
と
出
会
う
こ
と

は
人
生
に
お
い
て
大
事
で
あ

り
、
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

違
う
文
化
や
常
識
に
触
れ
、

違
い
を
認
識
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
異
文
化
交
流
の
場
は
、
自

分
自
身
を
成
長
さ
せ
る
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
質
問
し
ま
す
。

　
　
こ
れ
ま
で
他
校
と
の
交

流
の
取
組
状
況
は
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
対
策
の
た
め
、

他
校
と
の
交
流
は
実
施
に

至
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

問答

　
　

自
立
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
の
相
談
件
数
が
前
年

の
倍
近
く
に
増
加
し
ま
し
た
。

新
た
な
人
員
を
配
置
し
、
相

談
機
能
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
困
窮
世
帯
へ
独
自
支

援
策
も
追
加
提
案
し
、
こ
れ

ま
で
緊
急
的
に
支
援
を
し
て

き
た
世
帯
に
支
援
策
を
講
じ

ま
す
。

　
　
支
援
対
象
の
枠
拡
大
は
。

　
　
対
象
者
の
基
準
の
制
度

設
計
が
厳
し
い
た
め
、
18
歳

ま
で
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
虐
待
防
止
の
見
守
り
事

業
で
、
仙
台
市
の
よ
う
な
お

弁
当
の
配
布
な
ど
の
検
討
は
。

　
　
本
市
で
は
、
民
間
団
体

を
活
用
し
た
見
守
り
、
訪
問

の
方
の
事
業
に
取
り
組
む
こ

答問答問答

　
　
今
後
の
交
流
の
計
画
は
。

　
　
交
流
で
、
多
様
な
文
化

や
習
慣
に
触
れ
、
自
分
自
身

を
見
つ
め
直
す
こ
と
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
き
る
上

で
必
要
な
資
質
、
能
力
を
育

む
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
新
年
度
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

問答

と
に
し
ま
し
た
。

　
　

生
活
保
護
が
最
後
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
す
が
、

扶
養
照
会
の
た
め
に
３
分
の

１
の
人
が
生
活
保
護
を
受
け

な
い
選
択
を
し
て
い
る
調
査

が
あ
り
ま
す
。
特
例
の
対
応

は
あ
り
ま
し
た
か
。

　
　
生
活
保
護
の
相
談
時
に

扶
養
調
査
を
行
う
可
能
性
は

説
明
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

良
い
影
響
が
な
い
と
思
わ
れ

る
人
に
対
し
て
は
実
施
し
て

い
ま
せ
ん
。

　
　
本
人
の
承
諾
が
得
ら
れ

た
形
に
、
検
討
し
て
は
。

　
　
本
人
の
確
認
を
得
ら
れ

な
い
ま
ま
進
め
る
こ
と
は
今

も
し
て
い
ま
せ
ん
。

問答問答

端
末
を
活
用
し
、
ユ
ネ
ス
コ

ス
ク
ー
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

登
録
さ
れ
た
学
校
と
取
り
組

ん
だ
成
果
や
体
験
の
共
有
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
各
学
校

の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

答 問
補
正
予
算
を
追
加
提
案
し
ま
す

コ
ロ
ナ
の
困
窮
世
帯
へ
の
支
援
策
は

答 問
Ｈ
Ｐ
等
を
核
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
連
携
で
発
信

市
か
ら
の
積
極
的
な
情
報
の
発
信
を

　
自
治
体
が
住
民
に
向
け
て

発
信
す
る
情
報
は
、
行
政
施

策
の
情
報
や
社
会
生
活
に
必

要
な
情
報
、
生
命
や
財
産
に

関
わ
る
情
報
な
ど
で
す
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

も
情
報
の
発
信
は
大
事
で
す
。

　
し
か
し
、
自
治
体
か
ら
の

情
報
は
住
民
に
と
っ
て
分
か

り
づ
ら
い
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
質
問
し
ま
す
。

　
　
メ
ー
ル
で
、
防
災
情
報

問

に
限
定
し
な
い
、
他
の
情
報

発
信
は
。

　
　
複
数
の
発
信
手
段
と
併

せ
て
情
報
発
信
の
在
り
方
を

検
討
し
ま
す
。

　
　
市
民
が
情
報
を
取
り
に

行
く
の
で
は
な
く
、
市
か
ら

の
積
極
的
な
情
報
の
発
信
を
。

　
　
広
報
誌
と
Ｈ
Ｐ
を
核
に
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
連
携
し
、
行
政
情

報
や
本
市
の
魅
力
を
市
内
外

に
発
信
を
し
て
い
き
ま
す
。

答問答

その他の
質　　問

市
内
道
路
の安全

確
保
の
推
進
状
況
は

必
要
な
対
策
の
実
施
に努め

て
い
ま
す

答 問

　▲ 富ケ丘小学校

藤原　　峻�議員

安住　稔幸�議員
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本
市
は
近
年
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
達
成
や
理
解
普
及
に
つ
な

が
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

推
進
し
て
き
て
い
ま
す
。
国

際
理
解
教
育
を
推
進
す
る
た

め
市
立
幼
稚
園
・
小
中
学
校

全
校
の
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

登
録
を
実
現
、
そ
の
教
育
現

場
に
お
い
て
持
続
可
能
な
開

発
へ
の
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
を

実
践
、
男
女
共
同
参
画
の
推

進
、
東
北
の
自
治
体
で
は
初

と
な
る
地
域
連
携
・
低
炭
素

水
素
技
術
実
証
事
業
、
宮
城

交
通
・
宮
城
県
と
連
携
し
、

水
素
で
走
る
Ｆ
Ｃ
バ
ス
の
運

行
実
証
事
業
な
ど
、
全
国
的

に
も
先
駆
け
た
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
一
人
一
人
が

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
社
会
環
境

へ
影
響
を
与
え
な
が
ら
生
活

し
て
い
ま
す
。
次
世
代
に
明

る
く
豊
か
な
社
会
を
残
す
た

め
、
市
や
民
間
企
業
の
み
な

ら
ず
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
一
人
一

人
が
自
分
の
こ
と
と
し
て
意

識
し
、
行
動
し
て
い
く
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に

貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
周
知
す
べ
き
で
は
。

　
　
新
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
後
期
基
本
計
画
に
お
い

て
も
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を

作
成
し
、
前
期
基
本
計
画
の

時
と
同
様
、
毎
戸
配
布
に
よ

る
周
知
を
図
り
ま
す
。
な
お
、

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
作
成
す

る
際
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
へ

問答

の
取
り
組
み
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

達
成
に
貢
献
す
る
と
い
う
こ

と
を
記
載
す
る
考
え
で
す
。

　
　
職
員
向
け
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
研
修
を
企
画
し
て
は
。

　
　
新
年
度
の
職
員
研
修
計

画
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

関
す
る
研
修
を
盛
り
込
み
、

職
員
へ
の
理
解
促
進
と
意
識

向
上
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
　
富
谷
市
民
図
書
館
に
お

い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
は
。

　
　
図
書
館
整
備
に
お
い
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
係
す
る
蔵
書

の
選
定
や
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
図
書
館
整
備
に
は
ま
だ

時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
公
民
館
図
書
室
に
、

そ
れ
ら
を
揃
え
て
い
き
ま
す
。

問答問答

答 問
市
民
へ
の
周
知
含
め
積
極
的
に
進
め
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
さ
ら
な
る
推
進
に
つ
い
て

詳しくは議会事務局へお問い合わせください。

富谷市議会
インターネット
録画配信中

富谷市議会録画配信URL
http://www.tomiya-city.
stream.jfit.co.jp/
富谷市議会インターネット 検索

TEL�022-358-0622

次回の定例会は６月中旬開会予定です。

佐藤　浩崇�議員
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評
価
方
式
落
札
者
決
定
基
準

に
よ
り
、
本
市
へ
の
貢
献
度

や
技
術
力
、
社
会
性
等
を
数

値
化
し
て
、
入
札
額
だ
け
で

な
い
、
も
う
一
つ
の
落
札
基

準
と
し
て
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
市
民
の
利
益
や
地

元
中
小
事
業
者
の
育
成
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
バ
ラ
ン

◎
調
査
日　
１
月
29
日

　
本
市
の
契
約
関
連
事
務
に

つ
い
て
、
仕
様
書
、
設
計
書

の
作
成
か
ら
入
札
、
契
約
、

検
査
支
払
ま
で
、
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、
郵
送
に
よ
る

入
札
の
実
施
を
調
査
し
ま
し

た
。

　
富
谷
市
特
別
簡
易
型
総
合

ス
良
く
検
討
し
、
公
正
か
つ

適
正
な
執
行
を
求
め
ま
す
。

総 務 常 任 委 員 会…市の財政、市税、防災、まちづくり、環境衛生等について調査や審査をします。

教育民生常任委員会…教育、子育て、福祉、健康保険、介護保険等について調査や審査をします。

産業建設常任委員会…経済振興、道路、河川、都市整備、上下水道等について調査や審査をします。

各委員会の説明

し ま し たし ま し た
調 査調 査

よりよいまちづくりのために

（12月〜２月実施）

公正かつ適正な
執行を求める

調査先：財政課

入札・契約について

総
務
常
任
委
員
会
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事
務
の
増
加
・
複
雑
化
に

関
し
て
は
、
保
護
者
ご
と
に

教
育
・
保
育
へ
の
ニ
ー
ズ
も

異
な
り
、
単
純
に
シ
ス
テ
ム

化
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
の
見
解
で
す
が
、

認
定
事
務
や
給
付
事
務
の
シ

ス
テ
ム
化
を
推
進
し
、
事
務

の
品
質
向
上
と
効
率
化
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

継
続
し
て
制
度
内
容
の
周
知

へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
各
家
庭
で
子
ど
も

が
ど
の
区
分
に
該
当
す
る
の

か
、
一
目
で
わ
か
る
一
覧
表

や
分
岐
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の

活
用
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な

書
類
や
手
続
き
が
必
要
な
の

か
、
わ
か
り
易
い
周
知
が
必

要
で
す
。

◎
調
査
日　
１
月
26
日

　
令
和
元
年
10
月
開
始
の
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

関
し
て
、
運
営
上
の
変
更

点
・
課
題
等
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。

　
無
償
化
に
係
る
認
定
が
複

雑
で
、
保
護
者
に
と
っ
て
も

わ
か
り
に
く
い
制
度
で
す
。

保
護
者
・
事
業
者
の
意
見
や

疑
問
点
を
聞
く
な
ど
し
て
、

説
明
資
料
等
に
工
夫
を
加
え
、

　
従
来
の
起
業
塾
と
は
違
い
、

起
業
支
援
だ
け
で
な
く
、
地

域
課
題
の
解
消
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

成
果
と
し
て
、
４
月
に

オ
ー
プ
ン
す
る
「
と
み
や

ど
」
に
３
人
の
塾
生
が
出
店

し
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
官

民
協
働
の
「
カ
タ
チ
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
た
、「
お
た

◎
調
査
日　
１
月
26
日

　
富
谷
市
ま
ち
づ
く
り
産
業

交
流
プ
ラ
ザ
は
、
オ
ー
プ
ン

以
来
３
年
目
を
迎
え
、
富
谷

塾
生
は
２
４
６
人
に
達
し
増

加
中
で
す
。

　
塾
生
に
は
、
子
育
て
中
の

女
性
が
約
６
割
、
キ
ャ
リ
ア

を
生
か
そ
う
と
考
え
て
い
る

30
～
40
歳
台
の
方
が
約
７
割

を
占
め
て
い
ま
す
。

め
し
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
富

谷
」
に
お
い
て
は
行
政
、
企

業
、
富
谷
塾
が
一
体
と
な
り
、

地
域
課
題
解
決
の
実
証
事
業

を
行
い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
起
業
者
へ
の
行

政
支
援
と
、
塾
の
取
り
組
み

が
、
よ
り
市
民
に
理
解
さ
れ

る
情
報
提
供
が
必
要
で
す
。

制度内容の
わかり易い周知を

塾生とともに
地域課題の解決を

調査先：教育総務課
	 子育て支援課

調査先：�富谷市まちづくり
� 産業交流プラザ「TOMI＋」

幼児教育・保育の無償化について

起業支援関連施策について

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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市
民
に
信
頼
さ
れ
、
開
か

れ
た
議
会
、
市
民
の
負
託
に

応
え
ら
れ
る
議
会
を
目
指
し
、

調
査
を
し
ま
す
。

１
月
12
日

【�

議
会
活
性
化
調
査
特
別
委

員
会
】

・�

議
会
報
告
会
に
つ
い
て

　
（
議
会
だ
よ
り
の
原
稿
確
認
）

・
そ
の
他

３
月
１
日

【�

議
会
活
性
化
調
査
小
委
員

会
】

・�

富
谷
市
議
会
災
害
行
動
指

針
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

・
議
員
間
討
議
に
つ
い
て

・�

長
期
欠
席
議
員
の
対
応
に

つ
い
て

・�

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
つ
い
て

３
月
２
日

【�
議
会
活
性
化
調
査
特
別
委

員
会
】

・�

富
谷
市
議
会
災
害
行
動
指

針
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

・
議
員
間
討
議
に
つ
い
て

・�

長
期
欠
席
議
員
の
対
応
に

つ
い
て

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
つ
い
て

請願と陳情の提出方法

令和３年１月12日
（１）新型コロナウイルス感染症の対応について
（２）その他

令和３年２月10日
（１）提出予定議案に関する案件
　①富谷市債権管理条例の制定について
　②令和２年度富谷市一般会計補正予算（第13号）
　③令和２年度富谷市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
　④令和２年度富谷市介護保険特別会計補正予算（第５号）
　⑤令和２年度富谷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
　⑥令和２年度富谷市下水道事業会計補正予算（第３号）
　⑦令和２年度富谷市水道事業会計補正予算（第４号）
　⑧令和３年度富谷市一般会計予算
　⑨令和３年度富谷市市営墓地特別会計予算
　⑩令和３年度富谷市国民健康保険特別会計予算
　⑪令和３年度富谷市介護保険特別会計予算
　⑫令和３年度富谷市後期高齢者医療特別会計予算
　⑬令和３年度富谷市下水道事業会計予算
　⑭令和３年度富谷市水道事業会計予算
　⑮専決処分の承認を求めることについて
　　（令和２年度富谷市一般会計補正予算（第12号））
（２）提出予定議案以外で説明を要する案件
　①富谷市総合計画・後期基本計画案について
　②富谷市人口ビジョン案・富谷市地方創生総合戦略案について
　③富谷市国土強靭化地域計画案について
　④第２次富谷市行政改革基本方針案について
（３）議員全員協議会における確認事項
　①富谷市先例集98（正副委員長の選任）の一部改正について
　②議員全員協議会での申合せに伴う議会運営の見直し確認について
　③傍聴者への閲覧資料について
（４）その他
　①会期予定表について

令和３年３月２日
（１）特別委員会の設置、正副委員長の互選について
（２）標準市議会会議規則の一部改正について
（３）その他

令和３年３月８日
（１）追加提出予定議案に関する案件
　①令和３年度富谷市一般会計補正予算（第１号）
　②令和３年度富谷市水道事業会計補正予算（第１号）
　③副市長の選任につき同意を求めることについて
（２）提出予定議案以外で説明を要する案件
　①（仮称）富谷市協働のまちづくり推進指針（案）について
　②第６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画について
　③富谷市総合計画・第５次実施計画の策定について
　④富谷市第５次財政計画について
　⑤令和２年度行政改革の取組状況について
　⑥富谷市高齢者保健福祉計画・第８期介護保険事業計画について
　⑦令和３年度における未利用地の利活用について
　⑧令和３年度富谷市行政組織機構図（案）について
　⑨富谷市総合計画・後期基本計画案について
　⑩富谷市人口ビジョン案・富谷市地方総合戦略案について
　⑪富谷市国土強靭化地域計画案について
　⑫第２次富谷市行政改革基本方針案について
（３）その他

令和３年３月11日
（１）議会運営委員会での協議・決定事項について
（２）その他

議員全員協議会を開催しました

議
会
活
性
化

調
査
特
別
委
員
会

請　願
⃝�日本政府に核兵器禁止条約への
参加を求める意見書提出に関す
る請願
宮城県原爆被害者の会
　� 会長　木村緋沙子

　令和３年第１回富谷市議会定例
会において、出された請願は不採
択になりました。

　市民のみなさんは、市が行うことに関して意見や要望がある場合、請願書や陳情書
を提出することができます。
●請願書
　請願書を提出する場合は、市議会議員の紹介が必要になります。請願書が提出され
ると、本会議で議長が所管事項に該当する委員会へ付託し、委員会で審査した後、本
会議で採択か不採択、または保留を決定します。その結果は、請願者に通知されます。
　また、採択した請願について議会が認めた場合は、執行機関ほか関係機関に処理の
経過と結果の報告を求めることになります。
●陳情書
　陳情書を提出する場合は、市議会議員の紹介は不要です。陳情書は議員に配付されます。
●請願書・陳情書の提出
１．書面で提出し、邦文を使います。
２．�表紙に請願書（「陳情書」も同じ記入方法です。）と明記し、提出年月日、請願者（法
人の場合は代表者）の住所、氏名を記載し、押印します。

３．�請願内容を示す表題を付け、請願事項の簡潔明瞭な要旨と請願の理由を記載します。
４．請願書の場合は、紹介議員の署名、または記名押印が必要です。
※ 内容については、明確また簡潔に記載してください。

請願書・陳情書の書式例は富谷市議会ホームページをご覧ください。
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定

例

会

一
般
質
問

委
員
会
活
動

予

算



を
目
指
し
、
既
施
策
の
継
続

と
拡
充
、
新
た
な
こ
ど
も
園

設
置
に
向
け
て
の
事
業
等
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
１
日

も
早
く
、
元
の
生
活
に
戻
れ

る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
議
決

を
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
親
し
ま
れ
る
「
議

会
だ
よ
り
」
に
心
が
け
て
参

り
ま
す
。

広
報
委
員
長
　
安
住
稔
幸

　
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
の
兆
し

は
見
え
ず
、
感
染
へ
の
心
配
、

生
活
へ
の
不
安
が
募
り
ま
す
。

　
今
定
例
会
で
は
、
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
、
生
活
者
や

事
業
者
へ
の
支
援
等
の
補
正

予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
３
年
度
の
当
初

予
算
は
、「
住
み
よ
い
ま
ち
」

場広のなんみ

未来へはばたけ とみやっ子 大清水ぞうさん保育園

　『Naritaマルシェ』は、
震災後「普段から温かなつ
ながりのある地域にした
い」という想いで立ち上げ
ました。「こんなことあっ
たらいいな」と思う企画と
して、「まかないつき寺子
屋」「制服・体操着おさが
りの会」「おむすびの会」など行ってきました。コロナ禍でも、「美味
しいのおすそわけ」として焼き芋を配り、富谷市からいただいた休校
になり使われなかった給食の食材を活かして、配食形式の「まかない
だけ寺子屋」も開催。住民の方々からは、「このような中で活動して
いただき本当に励まされます」と言っていただきました。
　「今、ここで」という活動は、ますます求められていると感じ、今
年は月一度の「マルシェかふぇ」を開催する予定です。町内会館を素
敵なカフェに変身させて「ときめく美味しい時間」を提供したいと
思っています（写真参照）。ウェブサイトでも連日前向きになれるよ
うな情報発信を行っています。富谷が温かな想いの集う素敵な市にな
ることを願いながらこれからも活動していきます。

Naritaマルシェ（成田）

　
小
規
模
保
育
園
な

ら
で
は
の
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
温
か
さ
を

大
切
に
し
、
き
め
細

か
な
保
育
を
目
指
す

「
大
清
水
ぞ
う
さ
ん

保
育
園
」。
元
気
な

子
ど
も
達
は
毎
日
近

く
の
公
園
へ
出
か
け

て
い
き
ま
す
。
歓
声

を
上
げ
な
が
ら
築
山

や
遊
具
で
遊
ん
だ
り
、

時
に
は
「
よ
ー
い
ド

ン
し
た
い
！
」「
鬼

ご
っ
こ
し
た
い
！
」

と
子
ど
も
達
か
ら
リ

ク
エ
ス
ト
。
楽
し
い
か
ら
簡

単
な〝
ル
ー
ル
〟
や
〝
や
り

た
い
〟
が
育
っ
て
い
き
ま
す
。

室
内
で
の
取
り
組
み
は
「
体

の
冒
険
を
楽
し
む
リ
ズ
ム
あ

そ
び
」
や
「
人
と
の
関
わ
り

を
豊
か
に
す
る
た
め
の
わ
ら

べ
う
た
あ
そ
び
」。
お
友
達

と
一
緒
に
で
き
る
喜
び
を
体

い
っ
ぱ
い
表
現
し
て
い
る
子

ど
も
達
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
変
化
の
中
で
も
の
び
の

び
遊
ぶ
子
ど
も
達
。
そ
れ
は

紛
れ
も
な
く
「
温
か
い
家
庭
」

が
あ
る
か
ら
こ
そ
。
私
達
は

働
く
保
護
者
の
皆
様
の
「
安

心
し
て
働
け
る
」
を
大
事
に

し
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
更
に
保
育
力
を
高
め
応

援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

「今、ここで」ホッとできる
みんなの居場所を東向陽台の桜並木

　東向陽台のグリーンベルトにある
桜並木は、まちのシンボル的存在で
す。毎年、桜が満開になると多くの
方々が訪れるお花見スポットです。

＜表紙紹介＞

編
集
後
記
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